
（様式１）

成果となる目標 具体的な行動目標
学力向上に向けた
重点的な目標

年度末評価
（前年度の成果と次年度に向けた課題等）

評価
（指標となる数値等） （成果目標達成のための具体的な手立て等）

教員
点検

（今年度の成果と来年度に向けた課題等）
評価

○わかるよろこびと達成
感を実感できる学習指導
の工夫と授業改善

〇全教職員で互見授業を実施し、授業改善を図
ることで、授業力を高めることができた。
◆学校評価アンケートの「学習指導」の項目にお
いて、保護者の肯定的評価は目標に達したもの
の、生徒はわずかに至らなかった。 B

○わかるよろこびと達成感
を実感できる学習指導の
工夫と授業改善（a、ｂ、e）

〇各教科の学びを通して自分の考えを整理し、適切に表
現する力の育成。
〇学校評価アンケートの「学習指導」の項目について、
生徒の肯定的評価が９０％以上及び保護者の評価が
80％以上。

〇互見授業を行うと共に、初任の志を基盤とした学び
続ける姿勢を継続することで、校内全体で授業改善に
取り組んでいく。
〇振り返りができる機会を充実させ、常に丁寧な反復
学習を行うことで、基本基礎の定着を図る。
〇スモールステップでの取り組みを基本とし、少人数の
グループ学習を活用することで、対話や表現活動の充
実を図り、学び合い、高めあう雰囲気づくりを行う。

○主体的に学ぶ意欲を育
てる学習相談の充実

〇学校評価アンケートの「学校はタブレットなどICT
を活用した授業に取り組んでいるか」の項目におい
て、生徒の肯定的評価は97％、保護者は前年度か
ら6.1％増加した。
◆学校評価アンケートの「家庭学習を行う習慣が身
についていると思う」という項目において、保護者の
肯定的評価が前年度から6.2％減少した。また、生
徒の肯定的評価についても目標の達成に至らな
かった。

B
○主体的に学ぶ意欲を育
てる学習相談の充実（ｃ、
e)

〇個に応じた適切な指導と、協働的な学びや読書活動
の充実。
〇学校評価アンケートで「家庭学習を行う習慣が身につ
いていると思う」と回答する生徒及び保護者が７０％以
上。

○「がんばり学びタイム」や「兵庫型学習システム」を
活用して、少人数のきめ細かな指導や個々のつまづき
に応じた指導の充実を図る。
〇家庭学習が習慣化するように、ICT機器の活用や、
課題提示の工夫を行う。
〇効果的な図書室利用の工夫や朝の読書活動の充実
を図り、日常的に本を読む環境づくりに向けた取り組み
を行う。

○キャリア教育の充実、進
路情報の提供、社会参画
する機会づくり

〇１年生から職業調べや進路学習を行うととも
に、トライやる・ウィーク等の体験活動を推進し、社
会的・職業的自立につながる資質・能力の育成に
努めた。
◆全国学力・学習状況調査の「人の役に立つ人
間になりたいと思いますか」の項目において、成果
となる目標の達成には至らなかったが、肯定的回
答が96.8％で前年度と同様に高い。

B
○キャリア教育の充実、進
路情報の提供、社会参画
する機会づくり(b、ｃ、ｄ）

〇学校評価アンケートの「学校は生徒の将来や進路・職
業などについて適切な指導を行っている」の項目におい
て、肯定的評価が80％以上。

○「トライやる・ウィーク」や「わくわくオーケストラ教室」
等の、本物に出会う体験や社会に触れる機会を充実さ
せ、豊かな心や自ら考えて行動する力を育てる。
○キャリア教育の意義とその学習内容について、情報
発信を丁寧に行っていく。
〇３年生に配布している「進路通信」のHP掲載を継続
し、１・２年生の保護者にも十分周知されるように広報
する。

○命と人権を基盤にした、
「豊かな心」を育成する教
育の推進

〇教育相談を毎学期実施し、生徒の悩みや不安
に対して早期に対応した。
〇全国・学力学習状況調査の「人が困っていると
きは、進んで助けていますか」の項目において、肯
定的回答が96.2％で全国平均より5.3ポイント
高い。

A
○命と人権を基盤にした、
「豊かな心」を育成する教
育の推進（ｂ、ｄ、ｆ）

○個々の悩みや不安に対して早期に対応できるよう、各
学期に教育相談を実施する。
○全国学力・学習状況調査の「人が困っているときは、
進んで助けていますか」「自分と違う意見について考え
るのは楽しいと思いますか」「いじめは、どんな理由が
あってもいけないことだと思いますか」の項目において、
肯定的回答が全国平均より+３ポイント。

○各種調査及びアンケート、教育相談等で生徒の実態
把握を行い、SCやSSW等の専門的見地からの意見も
参考に､個々の生徒理解と学習や生活にかかわる不安
や悩みの解消に丁寧な対応ができるように努める。
〇道徳教育の充実を図り、人の痛みを感じられる感性
と、鋭い人権感覚の育成に努める。
〇自分の意見を持って対話する活動を通して、他者と
協働する姿勢を養う。

〇自尊感情や自己肯定
感を育成することを目指
した授業改善

○ホームルームでの一日の振り返りや、班長会議
の実施を通して、生徒の自己有用感を育む機会
の充実を図った。
〇研究授業や互見授業の実施を通して、生徒が
自己肯定感や達成感を得られる授業実践の研究
を進めた。
◆成果となる目標はどの項目も達成には至らな
かったが、肯定的回答は全国と同程度で高い。

B
〇自尊感情や自己肯定感
を育成することを目指した
特別活動の充実（ｂ、ｃ、ｆ）

○全国学力・学習状況調査の「自分にはよいところがあ
ると思いますか」「学校に行くのは楽しいと思いますか」
「普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくら
いありますか」の項目において、肯定的回答が全国平均
以上。

○各教科の授業をはじめ、学級活動等の充実により、
生徒一人ひとりが自己有用感を得られるような成功体
験につながる機会を増やす。
○責任感をもって積極的に取り組む姿勢を育てるため
に、生徒会活動、学級での係活動、各行事等において、
一人一役を担う教育活動を継続し、自己肯定感・自己
効力感を高める。
〇生徒が「できた」「わかった」と言える授業実践を目
指し、研鑽を重ねる。

〇育ちと学びの連続性を
重視した学校園所連携教
育及び小中一貫教育の
推進～小中学校９年間を
見通した学習指導の充実
～

○校区学校園所合同研修会を実施するなど、円滑
な保幼・小中接続に努めた。
〇学力向上や特別支援教育等の分野ごとに校区学
校園所連携の取り組みを推進し、義務教育9年間を
見通した効果的な指導を行うため、組織的に取り組
みを進めた。
◆学校評価アンケートの「学校生活は充実してい
る」の項目において、生徒の肯定的評価が94.7％
で、成果となる目標の達成にはわずかに至らなかっ
たものの、前年度と同様に高い。

B

〇育ちと学びの連続性を
重視した学校園所連携教
育及び小中一貫教育の推
進～小中学校９年間を見
通した学習指導の充実～
（ｃ、e、ｆ）

○学校園所連携の体制を基盤に、小中一貫教育の推進体制
や共同研究を推進する。
○生徒の課題を把握し、学校種や発達段階の違いから生じる
子どもたちの不安や負担を軽減し、小学校から中学校への円
滑な接続を図る。
〇義務教育９年間を見据えた教育課程を研究し、小中一貫教
育を推進する中で「人も自分も、学校もふるさとも大切にでき
る子」を育てる。
○学校評価アンケートの「学校生活は充実していますか」の項
目において、肯定的評価が９5％以上。

〇中学校卒業時に身につけさせたい力を校区小学校
とも共有し、９か年計画で指導していく。
○学習指導要領に基づく義務教育９年間を見通した
学習指導を検討し、「確かな学力」の向上と定着をめ
ざす。
○6年生への出前授業や生徒会制作の動画によって、
中学校の様子を紹介するなど、中１ギャップの解消に
努める。
〇校区内の保幼小中の教員を対象とした全体研修を
継続し、「学びのすがた」と「育ちのすがた」を共有し連
携を図る。

年度末評価

研究主体【校長、教頭、研修担当、各教科代表、教育課程担当、道徳教
育担当】

２～３月
前年度

〇「教員評価」は教員対象に実施した自己点検調査結果
　　（１～５の５段階評価）の平均値
〇「教員点検」は、学校ホームページには削除して掲載
〇「評価」は年間の取組みについて、4段階で評価
　　Ａ・・・十分に達成　　Ｂ・・・おおよそ達成
　　Ｃ・・・達成が不十分　　Ｄ・・・ほとんど達成できず

三田市立八景中学校

学力向上に向けた重点的な目標

（変容を目指す資質・能力）

学 校 教 育 目 標
自律　自ら考え、判断し行動する
尊重　違いを理解し、他者と協働する
創造　豊かな発想と勇気を持ち、工夫・改善・探究する

変 容 を 目 指 す 資 質 ・ 能 力
a 知識・技能　ｂ 思考力・判断力・表現力等　ｃ 学び続ける姿勢　ｄ 他者を思いやる人権意識
e 課題解決能力 ｆコミュニケーション能力

令 和 8 年 度 学 力 向 上 指 導 改 善 プ ラ ン 目 指 す 子 ど も の 姿
（１）素直で、他者から応援される生徒
（２）他者の立場で物事を考える生徒
（３）創意工夫し、課題を解決する生徒
（４）自分を磨き鍛え、自分の良さを発揮しようとする生徒

継続性

学校長　古井　善喜　　　　

４月（※全国学力・学習状況調査の結果などを受けて年度途中で変更する場合は削除、追記部分を朱字で修正）


